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《論　説》
明治後期の神奈川県一農村における村民生活
一神奈川県都筑郡中川村の
　　　「村是調査書］による検討 （1）
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1　本稿の課題
　これまでに筆者は「村是調査書」によって当該の時期における農村民の生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　活の実態を明らかにする作業をいくつかしてきた。本稿は，神奈川県都筑郡
中川村の「村是調査書」（r神奈川県都筑郡中川村々調査書』［神奈川県農会
報　第15号］神奈川県農会　1903年発行）によって，この中川村における農
（1）　「明治後期の岡山県一農村における農村民の生活事情一日本産業革命期の地域民衆生
　活の検討一」r岡山大学経済学会雑誌』第17巻1号1985年5月，r1910年代の山陰一農村
　における農村民の生活事情一島根県八束：郡大庭村r村是』（1919年）による検討一」（同
　前誌第17巻2号），「大正初期の中国山地農村における農村民の生活事情一鳥取県日野
　郡石見村の場合一」（同前誌第19巻2号）。
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村民の生活の状況を検討し，これによって資本主義の確立にともなう民衆生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　活の変容の実態を究明する手がかりを得ることを意図するものである。これ
までの検討は山陽の地岡山県南部の一村，山陰の地島根県の一村，中国山地
の鳥取県の一村についてであったが，今回は横浜市にほど近い神奈川県の一
村についてのものである。
　この中川村の「村是調査書」にもとづいたものにr横浜市史』における加
　　　　　　　　　　　　くヨラ藤幸三郎氏の検討がある。それは、地主・小作関係が人格的・隷属的ないし
共同体的隷属関係の拘束を稀薄なものにしていく傾向にあるという結びの、
地主・小作関係に中心を置くものである。農民生活の状況にも論及している
が、スペースも大きくないため、それについての多くのものをとり残してい
る。同じくこの「村是調査書」にもとづいたものに斉藤康彦氏の論文があ
　くの
る。この論文ではこの中川村だけではなく，神奈川県の4村の「村是調査
書」を検討して耕作農民の実態に迫ろうとする力作である。この時期耕作農
民の生活は容易ならざるものとなってきているという結びのこの論文は，内
容豊かな「村是調査書」の4品分を一括していることからくる個々の村につ
いての検討に残されたものが多いといえる。このようにこれまでも検討され
てきたがζこでは，この一村について，その農民生活について立ち入った検
（2）この「村是調査書」にもとつく研究として，山田竜雄「明治二十七年．福岡県浮羽郡に
　おける村是調査書を中心として」『農業経済研究』第19巻第3号1943年，武田勉「明治
　後期，瀬戸内一農村における農民層の分化一伊予耕織業の展開と関連して」『農業総合
　研究』第17第4号1963年，中西僚太郎「明治末期茨城県下町村の食糧消費量一町村是の
　分析を通して一」r入文地理』第38第5号　1986年，徐呆「日本の近代化と国民の生活一
　　r町村是調査書』による明治後期・大正初期の農畏生活状況の検討一」r（岡山大学産業
　経営研究会）研究報告書』第24集1989年，ならびに（3）の加藤執筆文，（4）の斉藤
　論文，（1）の神立論文がある。
（3）加藤幸三郎「地主・小作関係の展開一r都築郡中川村村是調査書』を中心に一」r横浜
　市史』第4巻上1965年有隣堂第2編第4章第2節（822～839ページ）。
（4）斉藤康彦「明治三〇年代における耕作農民の生産構造と生活状況一神奈川県農村を素
　材として一」『信濃』第34巻第3号1982年2月。
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討を行いたい。
2　中川村の概況
　この中川村は，現在は横浜市港北区の一部となっている。「暗記調査書」に
は，「我か中川村は横浜の北四里に在り」とある。矢倉沢往還と中原往還に
沿ってあり，「南は四里にして横浜に至り東は六里にして東京に達す」る（1
ページ）。横浜までの径路であるが，「本村より神奈川に至る道路は面前あれ
ども新田村を経て太尾の堤防に沿ひ，大豆戸，篠原を経て神奈川横町に達す
るものを多しとす．里程三里と称す．皆車馬を通す．途中阪路一ケ処あるも
の一筋と全く匿路なきもの二筋とあり．何れも昇降凸凹車馬の往来容易なら
ず」（29ページ）と記されていて，道路状況はよくない。
　まわりは「殆んど丘陵に依りて回続せられ唯だ僅に東と北の一部分に於て
水田を以て他村に接」（1ページ）している。村内の状況であるが，「村内丘陵
地多く田野も諭示なかず」（2ページ），「大体山林多く其間に田あり畑あり宅
地あり高低起伏一ならず四周皆肖り．徒で眺望開潤なるを得ず．平地は水田
とrバラ』（高台の畑）とに限られ全地積の二分の一はあるべし．斜地は山林
之を占あ林麓は宅地之を領す」（5ページ）と記している。山田，牛久保，大
棚，勝田，茅ケ崎の5字：よりなる。総反別926町1反7畝5歩，うち民有地
857町9反7畝24歩の内訳は田165町8反8畝28歩，畑268町3反8畝21歩，
郡村宅地30町3反7畝13歩，山林382町4反26歩，其他10町9反1畝26歩で
ある。
　第1表は，この中川村の戸数・人口の推移を示す。この時期を通じて戸数
は微増ぎみ，人口は1899（明治32）年までは増加，そして以後は減少傾向に
ある。この人口の増減はその年々の増加と減少の結果である。この増加と減
少とをみると，1899年は増加235，減少379，1900年は233と384，1901年は
270と366となっていて，いずれも減少が増加を上回っている。1901（明治
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第2図　中川村図
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第王表　戸口の推移
本籍人口 現住人口 1日あたりｻ住人口
本籍人口100に
ﾎする現住人口
戸　数
合　計
??
合　計
??
合　計
??
合　計
??
1893年
i明治26） 470 3，080
1，547
P，5333，046
1，531
P，515 6．5
3．3
R．2 98．9
100．0
X8．8
94
i27） 470 3，101
1，562
P，5393，080
1547　，1，533
6．6 3．3R．3 99．3
99．0
X9．6
95
i28） 470 3，099
1，549k5503，1091，547P，562 6．6
3．3
R．3 100．3
99．9
P00．8
96
i29） 471 3，169
L586
P，5833，099
1，549
P，550 6．6
3．3
R．3 97．8
97．7
X7．9
97
i30） 472 3，238
1，626
P，6123，169
1，586
P，583 6．7
3．4
R．3 97．9
97．5
X8．2
98
i31） 472 3，239
1，626???， 3，3271，700???? 7．0 3．6R．4 99．6
104．6
P00．9
99
i32） 472 3，255
1，657
P，5983，543
1，710
P，833 7．5
3．6
R．9 108．8
103．2
P14．7
1900
@　　（33） 472 3，275
1，671
P，6043，299
1，687
P，612 7．0
3．6
R．4 100．7
101．0
P00．5
Ol
i34） 475 3，318
1713　，1，605
3，1691，667P，502 6．7
3．5
R．2 95．5
97．3
X3．6
02
i35） 500 一
＝
2，9181，494k4245．8
3．0
Q．8 一
＝
r神奈川県都筑郡中川村々是調査書』！4ページより作成．
34）年は男女別があるので男女別にみると，男女ともに増加が減少を上圓っ
ているが，それは女において著しい。増加は出生，入寄留，減少は死去，出
寄留が大きいが，出生が死去を，出寄留が入寄留を上回っている。すなわ
ち，増加の主因は出生であり，減少のそれは出寄留である。1901年の男女別
では，男女ともにそうであるが，ことに女における出寄留は大きい。この出
寄留の地域別では，郡内他町村，県内他郡市のほか他府県にわたる。
　この出寄留などの村外居住であるが，人数，男女別，年齢などは「本村在
籍者にして目下村内に住居せざるもの男女合せて四百人に達す．現住者の三
十人に付不在者四人に当る．男女の内訳は女男に勝り，年別にては丁年以下
のもの大部分を占め丁年以上のものは少し」という状況で，行先については
一6一
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「土地の内訳は八王子，横浜，東京にして，八王子は女子を主とし他は男女
双方なり」とし，その理由については「皆是出稼ぎの為なり」（12～13ページ）
と記している。本籍人口は増加している。
　第2表は，この中川村の産業別生産額等の粗額と収益の構成を示す。粗額
でみると農…業は12万6867円14銭，工業6432円50銭，商業3万2920円83銭，雑
業1万0！35円，合計16万9922円97銭である。工業は工業生産額ではなく職入
などの手間賃，雑業は官公吏，神官僧侶，医師，雑業職人・雇人の所得であ
り，商業は取引額である。農業は生産額であるが，ここには農産加工品の生
産額も入っている。総額に占める農業のウェイトは74．7％で大きい。
　経費などを差し引いたあとの収益についてみると，農業が81．5％を占め，
他を引き離した大きさである。これにつぐ雑業は8．5％，商業5．9％，工業
4．2％であり，商工業のウェイトは小さい。このように，ここ中川村は大きく
農業に依存する村なのである。
　第3表は職業別戸数を示すものである。総戸数500戸のうち農業は437戸で
全体の87，4％を占める。このほかでは雑業33戸6．6％，商業21戸4．2％，工業
9戸1．8％である。これによってもここ中川村は農業のウェイトが圧倒的に
大きい。
　　　　　第2表　部門別粗額・収益
粗　　　　　額 収　　　　　益
農　業
　　　円
P26，867，1407L9％
　　　円
X7，318，94081．4％
工　業 6，432，5003．6 5，013，5004．2
商　業 32，920，83018．7 6，986，5005．9
雑　業 10，135，0005．7 10，135，0008．5
合　計 176β55，4701 0．0 119，453，9401 0．0
『神奈川県都筑郡中川村々是調査書』122～128，130～132ページ
より作成．
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　第3衷　職業別戸数　　　　　　　　　　　　　　工業，商業，雑業とされてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るものについてみる。商業につ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いては，「一般に村内日用の需
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要に応ずるの目的を以て日常須
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要の物品を販売する商業に過ぎ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず．併し大抵神奈川と往来の便
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あるが故に余り盛に行はれず」
　『神奈川県都筑郡中川村々是調査書』64ページ　より作成．　　　　　　　　　　　　　　とあり，種類としては，販売業
には，穀物，酒醤油，砂糖菓子，乾物荒物，青物其他，穀物酒醤油砂糖菓子
牛乳乾物青物其他，肥料，蚕種，小間物，呉服太物，材木があり，そのほか
仲買業，飲食店，煙草，其他という記載があり，商店の種類を示している。
ただし，戸数は明らかではない。工業については，「大工，木挽，家根屋の如
き日常必要の諸職人は相応の収益あり．製糸、製氷は共に近年の開業に係り
望み多し」とあり，その種別にはここにあげられたもののほかに，杣，下駄
屡，桶屋，籠屋，鋳懸屋，石屋，鍛冶屋，水車，其他，があるが，これまた
その数は記載がない。雑業については，「駄賃取り焚木出し日傭人を主とす．
皆副業として年々多大の収入あり」としてるが，内容は以上のほか，官吏公
吏，神官僧侶，医師，裁縫人，人力車夫，理髪人，常El傭である（130～132
ページ）。これらについても人数や戸数の記載はない。
　こころみに，1920（大正9）年の第1回国勢調査における本業者職業別構
成における農業のウェイトをみると，神奈川県全県男26．3％，女44．8％，久
良岐郡46．7％，55．2％，十日郡30．0％，37．4％，都築郡81．7％，86．7％，三
浦郡16．7％，53．7％，鎌倉郡44．8％，60．5％，高座郡68，6％，67．9％，中郡
52．2％，60，7％，足柄上郡66．1％，79．8％，足柄下郡27．4％，39．1％，愛甲
郡70．4％，49．8％，津久井郡75．0％，47．8％であって，この横浜，それから
東京からも比較的近いこの都築郡が農業のウェイトが最大である。この都築
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの郡にあって中川村は農業は男81．7％，女86．7％である。この段階でも全県的
戸　 数 比 率
農　　 業 ????? 87．4　％
．商　　　業 21 4．2
工　　　業 9 1．8
雑　　　業 33 6．6
合　　　計 500 100．0
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にも最も農業村であったところといえる。
　以上のことから，本村は近代製造工業の展開はなく，また商業・交通業の
展開もない。また近隣での産業の展開にともなう在私心稼もみられない。横
浜市に4里という地でありながら近代産業の展開の波及のない，農業中心の
地なのである。
3　村民の生業
　（1）農　業
a　耕地の所有状況
　この村の耕地反別は，田165町8反8畝28歩，畑271町3反8畝21歩，合計
437町2反7畝19歩で，農家1戸あたり1町5反（田5畝21歩，畑9畝9歩）
である（65ページ）。水田率は37．9％で畑がちである。村内における村民の耕
地所有は385町4反7畝4歩で，56町7反3畝15歩の他村民による耕地所有
があるが，1e町6反3畝13歩の村民による他村での土地所有があるので（66
ページ），村民の所有田畑は396町1反17歩である。
　第4表は村内の土地（耕地，宅地，山林）の所有・無所有別戸数，所有規
模別戸数状況を示すものである。
　EEiは所有277戸，無所有205戸，畑は所有379戸，無所有97戸である。この中
川村の全戸数は500戸であるので，村民の55．4％が村内に田を持ち，75．8％
が村内に畑を持ち，41％が村内に田を有せず，19．4％が村内に畑を有しない
ことになる。職業別では農業は437戸であったので，農業戸数の36．7％が田
を有さず，13．3％が畑を有しないことになる。他方，後にみるように地主・
農家戸数は451戸，うち小作は106戸である。この小作農は自作地を全く有し
ていない。田を所有しないもの205戸と畑を所有しないもの97のうち，田も
（5）　『大正九年国勢調査報告府県の部第四巻神奈川県』より算出。
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第4表　所有土地規模別
? ? 宅　　地 山　　林
5畝歩以下 47 43 174 51
5畝歩以上 32 32 ！71 41
1反歩以上 41 51 58 45
2反歩　　〃 62 61 15 56
4反歩　　〃 39 65 1 39
7反歩　　〃 17 58 一 39
1町歩　　〃 23 55 一 47
2町5反歩” 4 11 一 19
5町歩　　〃 4 2 一 5
7町歩　　〃 4 ? 一 3
10町歩　　” 4 一 ｝ 4
合　　　　計 277 379 419 349
無　所　有 205 97 56 127
総　　　　計 482 476 475 476
r神奈川県都筑郡中川村々是調査書』137～138ページより作成．
畑も所有しないものがどれほどであるかは明らかにできないが，すくなくと
も106戸はそうであるということになる。このほか，商業，工業，雑業のうち
にも少なくとも畑は所有しているというものも少なくないであろう。
　土地所有規模別では，これまた田畑別であるので，全体としての規模はわ
からない。田のみで10町歩台が4戸あり，7町歩台4戸，畑のみでユ戸あ
る。最大限10数町歩を最大とし，数町歩から10町歩前後が数十であると思わ
れる。
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　この耕地は，「区画形状極めて不正にして用水甚だ便ならず殊に排水」は
不良，「田畑は低湿なるを以て殆んど二毛作を行ふこと能はず」（122ページ）
という状況であって，耕地の利用率は大きくないと思われる。
　b　農家経営規模
　この耕地の所有状況のもとで農業生産が行なわれる。村民耕作反別として
は，田159町4反1畝16歩，畑262町1反17歩，合計421町5畝1畝25歩で，農
家1戸あたり田3反6畝14歩，畑5反9畝29歩，合計9反6畝16歩である。
農民1人につき田6畝7歩，畑1反8歩，合計1反6畝15歩となっている。
1戸あたり農民5．7人となり，過大である。多分農家家族1人あたりであろ
う。
　第5表は，農家の経営規模別
構成を示す。1町歩以上が196
戸で全体の45ユ％を占め，先に
みた1戸あたりの大きさに対応
する。この「村是調査書」には
「一家にて耕作する田畑の広
狭」という表がある。第6表が
それであるが，これによると普
通は！町歩，最大は4町5反
歩，最小は1反6畝歩となって
いる。
第5表　農家経営規模別構成
戸　　数 比　　率
1反歩未満 19　戸 4．3　％
2反歩以上 32 7．4
3反歩” 43 9．9
5反歩” 53 12．2
7反歩” 92 21．1
！町歩〃 196 45．1
合　　　計 435 100．0
r神奈川県都筑村中川村々是調査書』75ページ
より作成．
　　　この場合畑に乾田というのがあるが，これは字大棚にのみにあるが，
ここのみ裏作が可能である（ここは天保年間に早淵川から堰権を伏して引水
するようになっていて，灌概排水するが，これによって10町歩ばかりの田地
は二毛作が可能となっている〔84ページ〕）。ともかく水田3反歩，畑7反歩，
合計1町歩程度が普通であり，最大は4町歩程度ということになる。
　耕地の自小作別構成は第7表のごとくで，小作地率は田47．9％，畑32．6％
で，全耕地では40．9％となる。
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第6表　農家経営規模最大最小等
最　　　大 最　　　小 普　　　通 平　　　上
水　　田
町　反　畝
k　3．0
町　反　畝@3 反　畝R．0 反　畝　歩S．8．19
畑 3．2．0 1．3 8．5 9．3．18
乾　田 7．0 3 1．5 5．18
?
2．5．0 1．0 7．0 8．8．0
合　　計 4．5．0 1．6 1．1．5 14．2．7
『神奈川県都筑郡中川村上畳調査書』75～76ページ．
第7表　耕地小作地率
耕　　　　地 自　作　地 小　作　地 小作地率
? 町反　畝歩
P59．1．7．7
町反　畝歩
W3．0．0．5
町反　畝歩
V6．1．7．2 47．9　％
畑 254．L　8．2516L3．8．2492．8．0．1 32．6
合　計 413．3．6．244．3．8．29168．9．7．3 40．9
　r神奈川県都筑郡中川村々是調査書』73ページより作成．
　第8表は農家の自作・小作別構成を示す。農家の自小作別構成は，地主兼
自作14，5％，地主兼自作及小作6．1％，自作6．1％，自作兼小作48．9％，小作
24：1％，地主兼小作0．23％である。農家の1戸あたりの耕作面積は，地主兼
自作1町3反8畝18歩，地主兼自作及小作1町2反8畝6歩，自作6反3畝
18歩，自作兼小作1町26歩，小作5反2畝17歩であり，全体では9反4畝歩
となる。
　地主兼自作は平均的に！町7反9畝4歩の貸付地をもつとともに上のよう
に耕作に従事している。地主兼自作及小作は9反8畝5歩の自作地と貸付地
を上回る小作地によって地主兼自作につぐ耕作規模となっている。自作は規
模が小さいが，戸数そのものが少ない。小作はすべて小作地であるが規模は
一12一
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第8表　地主・農家の戸数・所有地・経営地構成
耕地の単位は町，反J畝，歩．
耕　　　　　　　　　地 同　　1　　戸　　あ　　た　　り戸数 貸　付　地 自　作　地 小　作　地 耕　作　地 所　有　地 貸付地 自作地 小作地 耕作地計 所有地計
地　　主 ！1戸 28．0．2．23 　 一 一 28．0．2．23．5．4．24 一 一 一 2．5．4，24
10．6．9．18
P7．3．3．05 一 『 一
10．6．9，18
P7．3．3．5
9．7．9
k ．7．17 一 一 一
　9．7．7
P．5．7．17
地主兼自作 114．6．6．188．7．1．1 一 88．7．1．1203．3．7．21．7．9．4L3．8．18一 1．3．8，183．1．7．23　　64
i14．5％）60．7。2．28T3．9．3．3
32，3．9．9
T6．3．1．22 一
32．3，9．9
T6．3，1．22
93．1．2．7
P！0．2，425
9，4．26
W．4．8
5．0．18
W．8．0 一
5．0．18
W．8．0
1，4．5．15
P．7．2．7
7．9．4．25 26．5．0．298．Ll．D34．6．1．29 34．4．5．24 2．9．139 8 5 ．0．11．2，8，61．2．7．18地主兼自作
@　及小作
　　27
i6．1） 1，7．9，3U．L5，22
7．8．9．21
P8．6．L8
4，1．4．15
R．9，6ユ5
12．0．4．6
Q2．5．7．23
9，6．8．24
Q4，7．7．0
　6．19
Q．2．24
2．9．7
U．8．28
1．5．11
P．4．20
4，4．18
W．3．18
3．5．26
X．1．22
自　　　作 　 17．1．8．1 皿 17．1．8，1 17．1．8，1一 6．3．18 一 6．3．18 6．3．18　　27
i6．1） 6．6．1．22P0，5．6．9 』
6．6．L22
P0．5．6．9
6．6．1．22
P0．5．6．9 一
2．4．14
R，9．4 一
2．4．14
R．9．4
2．4．14
R．9．4
??
自作兼小作 一 105，8．8．27 110．9．8．24 105．8．8．27 105．8．8．27一 4．9．7 5．1．18 100．264．9．7　215
i48．9） 27．0．9．7V8．7．9．20
49．8．2．11
U1，！．6．13
27．0．9．7
V8．7．9．20
27．0．9．7
V8．7．9．20一
1．2．18
R．6．19
2．3．5
Q，8ユ3
35．23
U5．3
1．2．18
R．6．19
小　　　作 『 一 55，7，4．4 55．7．4，4　 一 一 5．2．！7 5．2．17 一　　106
i24．1） 一 一
20，9．9．29
R4．7．4．5
20．9．9．29
R4．了．4．5 一 一 一
1．9．24
R，2．23
L9．24
R．2．23 ｝
地主兼小作 4．0．15 一 4．0．0 4．0．0 4．0．15 4．0．15｝ 4，0．0 4．0．04．0．15　　1
i0．23）
??．??
｝4．0．0 一4．0．0
??．??
4．0．15　一
一 　一S．0．0
一4．0．0
??．??
合　　計 123．0．1．11238．2．8．28 175．2．3．28 413．5．2，26361．3．0．92．7．285．4．4 3．9．24 9．4．0 8．2．3　440
i100．0）62．9．2．16U0．0．8．25
73．9．9．29
P64．2．8．29
74．9．6．25
P00，2．7．3
148，9．6．24
Q64．5．6．2
136．9．2．15
Q 4．3．7．24
．4．9
P，3．19
1．6．24
R．7．10
L7．1
Q．2．23
3，3．26
U．0．4
3．1．3
T．1．0
総　　　計 451151．0．4．4 238，2．8．28！75， ．3．28413．5．2．26389．3．3．23．3．14 5．2．25 3．8．25 9．1．208．6．9
73．6．2，4
V7．4．2．0
73．9．9．29
P64．2．8．29
74．9．6．25
P00．2．7．3
148．9．6．24
Q64．5．6．2
147．6．2，3
Q41．7．0．29
1．6．9
P．7．5
1．6．12
R，6ユ3
1．6．18
Q．2．7
3．3．1
T．8．19
3．2．22
T，3ユ7
r神奈川県都筑郡中川村々是調査書』71～73ページより作成．
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小さい。他方自作兼小作は4反9畝7歩の自作地のほかそれを上回る小作地
があり，その結果1町歩を越える耕作規模となっている。その数は215戸で
最大である。この中川村の農業の主要な担い手は地主兼自作，自作兼小作で
あるといえよう。耕地をすべて貸付をしている地主は10戸であって，その1
戸あたり所有耕地は2町5反5畝である。地主兼自作が多いが，先に想定し
た10町歩台4戸，10町歩前後数戸という地主のうち，小作料依食地主は10数
町歩地主に限られ，数町歩地主はなにがしかの自作をしているといえる。そ
して耕地のすべてを貸付ている地主には10数町歩地主などとともに，比較的
小さい地主でも農外の状況によって耕地をすべて小作に出すものもあったこ
とを想定することができる。
c　農業の構成
　先の生業収益構成では農業は81．5％を占めていたが，この農業の構成をみ
る。主なる作物の種類として，（！）異動少きもの　①多くを作るもの一梗
稲，裸麦，小麦，粟（梗粟），桑，②多少作るもの一陸稲（梗編），儒稲，大
麦，大豆，甘藷，柿，竹，③少しく作るもの一青芋，胡麻，小豆，葵豆，蚕
豆，碗豆，瓜畦薯，一年芋，爽簸，魚類，胡羅葡，牛飼，葱，三ツ葉，栗，
梅，百合，ハルリヤ，茄子，蕎麦，②　異動多きもの　①近年盛に作るもの
一皮（明治維新後），百合（漸次盛況），②近年衰へたるもの一菜種，越瓜其
他の瓜類，ハルリヤ，茶，③近年絶へたるもの一棉，煙草，甜瓜，④近年始
めたるもの一瓜畦薯，百合，落花生，としている（76～77ページ）。
　第9表はこの農業の構成をみるものである。ここには耕種農産物，畜産，
養蚕，林産のほか．副産物，農産加工品，さらには家屋家具衣服農具馬具の
修繕費まで入っている。
　「本村の農業は耕種を以て主となし傍ら二三の副業を営むのみ．彼の養畜
の如きは未だ嘗て詣れあらざるなり．農業則ち耕作と定義して殆んど不可な
しと云ふべし」（65ページ）とあるように，耕種農業の地である。家畜は牛30
頭（檀28，其他2），馬52頭（役馬50，駒1，乗，馬1），豚19頭（仔豚2，其
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第9表　農産物・関連産物
生　　産　　額 販　　売　　額 生産額中のﾌ売額の割合
米 　円R5，532，42036．7％ 　門P6，848，71041．6％ 47．4％
?
17，786，51018．4 6β3933015．7 35．6
豆 3，了86，240 3．9 771，150 1．9 20．4
雑　　穀 6，543，8506．8 680，200 1．6 10．4
?????????????????
野　　菜 1L335．00011．7 L930．8504．8 17．0
???????????????
果　　実 4，308，6404．4 3，290，7508．1 76．4
工芸作物 5，319，8505．5 1，941，45048 36．5
種子苗木 2，558，2902．7 一 0 0
小　　計 87，170，80090．0 31，802，44078．5 36．5
畜　　産 1，807，2601．9 1，492，6403．7 82．6
養　　蚕 7，913，2508．2 7，193，25017．8 go．9
合　　計 96，891，3100．0％ 40，488，3301 0．0 4L8
林　産　物 8，895，650 6，705，250 75．4
副　産　物 4，400，000 0 0
細工品 7，67L610 5，043，750 65．7
????
食　　品 1，836，460 0 0
『神奈川県都筑郡中川村々是調査書』122～127ページより作成．
他17），鶏1870羽（雄383，雌1078，雛409），驚99羽である。100戸あたり牛は
6，馬は10，豚4で，鶏は1戸あたり3。7羽である。（21～22ページ）
　第9表でこの農産物の構成をみよう。耕種農産物90．0％，養蚕8．2％，畜産
1．9％である。耕種農産物は米36．7％，麦18．4％，野菜11，7％，養蚕8．2％，
一15一
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雑穀6．8％，工芸5．5％，果実4．4％，豆3．9％などが大きい。米麦以外の寂寂
は10．7％で，雑穀が大きい。穀寂全体で66％を占めて大きいが，米のウェイ
トが36．7％にとどまっているのはここが畑がちの地であるかである。なおこ
れら農産物の販売の構成をみると米が41．6％，養蚕17．8％，果実8．1％，畜産
3。7％が生産におけるウェイトを上回っているが，そのほかはすべてがそれ
を下回っている。野菜は販売においては4．8％，雑穀も1．6％に過ぎない。畑
がちの地であり，畑作物のウェイトが大きいにもかかわらずそれは販売に結
びつかず，米のウェイトがいっそうたかまっている。
　農産物全体で，生産額中の販売力の比率は41．8％である。米は47．4％でそ
れを上回っているが，養蚕，畜産，果実は大きいものの，麦は35，6％，豆は
20．4％，野菜17％，雑穀10．4％で小さい。工芸作物も36．5％にとどまってい
る。工芸作物は桑3266門，ハルリヤ814円，茶501円，百合499円50銭，除虫菊
80円，その他158円20銭からなるが，ハルリヤ，百合，除虫菊はすべてが販売
であるが，最大の桑は539円45銭で16．5％，そして茶は最大でも8円であっ
て自用である。このようなことによって工芸作物は全体として販売額率は小
さくなっている。野菜が小さいのは，主要野菜のうち筍が2万2344貫・2015
円40銭のうち，1万8210：貫・1711円75銭を販売していて，販売率81．3％であ
るが，甘藷5万5309貫・3553円のうち2187貫・120円20銭，3．4％，青芋2万
4060貫・2！18円75銭のうち460貫・34円60銭，1．6％，大根1万8579本・1066
円98銭のうち80銭，僅かに0．07％，茄子66万5987個・751円85銭のうち18円，
2，4％，胡瓜220円のうち5円60銭，2。5％である。筍のみが商品作物で，ほか
はまったくの自用である。
　この販売額の大きい種目の販売額と生産額中の比率をあげると，米（水
稲）1万5889円35銭・48．6％，繭7193円25銭・90．9％，小麦4851円08銭・
70，6％，柿2841円・78．9％，筍1711円75銭・8．3％，鶏卵！016円29銭・
79．8％，大麦986円35銭・24．7％，米（陸稲）959円36銭・33．8％，ハルリヤ
814円50銭・100．0％，大豆743円40銭・22．8％，桑539円45銭・16．5％，裸麦
一16一
明治後期の神奈川県一農村における村民生活　241
506円90銭・7．4％，百合499円50銭・100．0％，栗435円95銭・69．6％である。
d　農業技術の状況
　農事改良の模様としてつぎのことを記している。維新以来，桑の植付け，
養蚕の奨励，ゴールデンメロン，フルーツの種子の頒布があった。ことに明
治27，8年戦役後は勧業のことはいつそうその歩みを進め，耕種栽培上さま
ざまな改良法が指示された。それは塩水撰，黒穂予防，過燐酸石灰，大：豆
粕，揚げ蒔短冊苗代，誘蛾灯などのいわゆる陸続奨励された。村農会も興
り，農事講習も始まり，立毛品評会も行われた。村農会によって，塩水撰の
普及，立毛品評会開催，農事講習への派遣，肥料の共同購入，種子の共同購
入，苗代改善が行われた。（121～122ページ）
e　稲作
　この米であるが，稲作面積は！85町4反24歩で，生産額3553万2420円で，こ
の米が主要農産物である。以上のように稲作を中心とするが，ここで最主要
作物である稲作についてその技術などをみよう。品種は，梗は関取（中稲），
直右衛門（晩稲），須賀一本（晩稲），幸蔵（中稲）などの品質収量ともにょ
いもののほか20種ほど，編は末広（中稲），備中（中稲）などの良好とするも
ののほか6種ほどである。陸稲は尾張（晩稲）が収量豊富であるが，このほ
かに5種類ある。収穫量は最近3力年平均で，梗1石8斗！升2合，濡1石
7斗9合である。
　水稲の栽培過程を概観しよう。3月上旬苗代持，4月下旬苗代播種，5月
上旬耕鋤，6月上旬耕鋤，中旬代掻，中下旬挿秋，成育期に入る，7月上旬
から8月上旬除草・灌概・凌藻，8月中旬作業結了，9月中旬垂心，9月下
旬から中旬虚実期，下旬から刈入（早稲），11月中旬（中稲），下旬（晩稲）
そして調整。
　これらの栽培過程における作業過程であるが，「牛を農事に用ふることな
し．馬油田の代掻き肥料の運搬などに少しく用ふ．水力機械力になどハ全く
用なし」（105ページ）とあって，代掻きに馬が使用されることを除いて耕転は
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人力で行なおれる。このことは第
11表の主要農具の所有状況によっ
ても示される。耕転農具は彫込
万能鍬であり，黎はない。
　1反歩水稲耕作には，昔は田男
25人，畑30人の定めであったが，
月別労力表によると，26人夫と
なっている（117～119ページ）。1壮
年男の！日の工程は，整地一番8
畝歩，同二番5畝歩，同三番3畝
歩，中耕一番5立歩，同二番5畝
歩，同三番4伝歩，収納取入れ5
畝歩，同扱落5高歩となってい
て，田は1反5畝ないし2反歩を
もって男1人分とする。なお畑は
2反ないし3反歩をもって男1人
分としている（117～120ページ）。
　そしてこれに施肥が加わる。肥
料は一般には干草または刈柴のほ
かに上等は豆粕1枚，〆粕2斗，
過燐酸石灰10貫目，中等豆粕1
枚，過燐酸石灰7貫目，下等豆粕
第10表　耕作・調整農具
1戸あたり
ﾂ　　　数 用　　　途
作　　　鍬
?
耕作用
筆　　　能
?
水田用
ツクテ万能
?
堆肥場用
? ?
凌洪用
鋤　　　鎌
?
凌喋用
草　刈　鎌 3 草，稲，麦刈
鋸　　　鎌
?
四　ツ　子
?
麦株均らし
mすぐり
エ　ブ　リ 1 田間均し
稲　　　扱 2 稲籾
麦　　　扱 2 麦扱
クリル棒 2 打丁丁
唐　　　箕 1
襲　　磐 ? 籾摺用
万　　　石
?
米のみに用ふ
? 2
r神奈川県都筑郡中川村々是調査書』
115～116ページより作成，
2斗，盤灰2俵，最下等皇儲2俵，そして無肥料作も少しはある。
　雌蕊用水は，水田用水の大部分は泉水懸り，すなわち天水場にて僅かに大
棚10町歩が堰懸りであるが，天水場も大抵の年には困乏の患なく寧ろ欠乏す
る位の年柄は上作という。堀渡いは4，5月頃地主も作人もそれぞれ黎，
鍬，鎌，土俵；杭などを持ち合って1，2日ずつ従事する。
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　堰懸りの方は早淵川から引水するもので，天保年間に訴権を伏せたもの
を，今日もそのまま使用している。10町歩の田が二毛作が可能である。堰の
管理は番人を常置し，春彼岸より秋彼岸まで引用する。その期間中大雨など
には直ちに開門するなど，灌概区域は狭いけれども効果は大きい。
　ここでは排水が重要問題である。少しく大雨が降ると谷戸谷戸の流れは堀
を浴れて田に集り，川は満水に近くなり，容易に引き去らない。強い雨とな
ると川の水さえ浴れ出て，7日も8日も水田は一面の湖水となることがあ
る。これらの水は早淵川に入り，やがて鶴見川にはいるが，この両河川とも
に流れは緩であり，大雨強雨のときは浸水する。（以上83～84ページ）
　このように村内の田はほとんど沼田で常に稲の成育は良くない。早淵川，
鶴見川の流れ緩迂であり排水の途が閉塞されていることに起因している。こ
の排水と耕地整理が重要課題となる。早淵川の上流から鶴見川の下流にいた
るまでの関係村で協議をして溝渠を通し道路を正し，区画形状を改善し，耕
地整理を行なえば田の大部分は乾田となる。土性は改良し地力は増進し，作
物繁茂し収穫倍増することは間違いないところである。（以上169～170ページ）
f　肥料
　以上は水稲作の施肥についてであるが，この肥料は農業生産の上で最も緊
要なものであってその記載にかなりのスペースをあてている。
　この肥料について「自家にて生産する肥料は下肥（田畑），干草（田），落
葉（田），堆肥（畑），蚕沙醤油粕（田）の類，購入する肥料は下肥（田畑），
米糠（畑），〆粕（田），豆粕，（田畑），過燐酸石灰（田畑）等を主なるもの
とす」（84ページ）とある。
　これらの肥料について入手・施用法を記している（84～87ページ）。
　下肥
　　　自家の分のほか購入分が多い。大部分は横浜から各自荷車で汲みとつ
　　てくる。綱島からも買い入れるが，ここは水を加えることが多すぎるた
　　め近くて安いにもかかわらずあまり好まれず，横浜からのものが農家の
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　過半を占める。1ヵ月に少ないものでも2，3回，多いのは10回汲み出
　してくる。1人1車3本（1本4斗入）位を積む。3人，5人相伴い相
　助けつつ往復する。本年の4月以前は夕方より出て夜汲をなしたるもの
　があったが，大抵は早朝面諭その他の産物を積み帰りに下肥を運んでく
　る。汲み取り代は下肥の産出量の多少と距離の遠近によって高低があ
　り，神奈川辺は1本ts　2升換，戸部辺は便所ユヵ所につき2円50銭，伊
　勢崎辺は2円位である。
　　下肥は効果最も著しく田畑ともに用いるが，ことに畑作はどの作物に
　かかわらず必要である。ほかに適当な代用品がないので重いのと遠いと
　を厭わずに汲みに行く。いまはなくなったが昔は江戸より馬1頭に4本
　（1本2斗入）づっ運びいれた。
堆肥
　　干草としない刈草，落葉，藁細工の残り葉，陸稲藁，雑草，掃寄せ，
　塵芥，牛馬等の糞尿・敷草，蚕沙などを堆積し，下肥と汚水を注ぎ，年
　中間断なく注意して原料の採集と切り冷えしを行う。堆肥の原料は十分
　なので丹精次第で用量を欠くことはない。
干：草
　　8，9，10月頃朝仕事，すなわち朝食前に畦畔，田縁りなどの雑草を
　刈り取り，干して貯蔵し，専ら田に用いる。また4，5月頃刈芝と称し
　芝草を刈りこれを干して田に用いる。
落葉
　　1月2月に山林，原野の落葉を掻き集め，その薪にしがたいものを田
　に施用する。ただし松葉は除く。
灰肥
　　灰は下肥，堆肥に交ぜるものでその需要は多い。日常でるものは僅か
　でも使い，不足の分を購入する。また10，11月頃の麦蒔き用の灰に不足
　するときは山野の落葉，野草，篠などを焚いて灰とする。俗に灰焼きと
　いう農家の心土は大形に造り，木，竹，塵芥，藁桿，そのほか何でも焚
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　　くことができ，灰が多くできるようにしている。
　醤油粕
　　　醤油一樽造るとその粕3斗くらいでる。灰と合せて田に用いるがその
　　：量は多くない。
　蚕沙，鶏糞
　　　すべて田畑に用いる。速効著しいがその量は少ない。
　藁不肖
　　　稲藁，小麦桿は山草または細工に用いないものは堆肥とするか燃料と
　　する。菜種茎は畑にて焚いて灰とする。青芋，甘藷，二二の茎，葉など
　　は畑に鋤き込む。
購入肥料（金肥）
　米糠
　　　昔から畑に用いる主要な肥料である。軽い畑に適し，真土には効少な
　　い。多くは小麦に施し，そのほか大麦，裸麦，粟，稗，胡麻に用いる。
　　その効果は著しい。
　　　俵装は8斗入（尾張糠・下糠！6貫），5斗入（地糠14貫）で大抵神奈川
　　より9月10月に購入する。現金払い，または米または小麦，大豆の類と
　　交換もある。村内の肥料商より翌年の収穫物を当に借りるものもある。
　　いずれも不正の鑑定はできない。揚砂のほかいろいろの混物があるのを
　　買い込むこともある。牛馬の飼料には自家産出のものを用いる。購入し
　　たものには混合物が多くて不適当であるからである。
　〆粕
　　　干鰯は昔から好まれず〆粕を用いる。鰯の〆粕であって，鱗は少な
　　い。大抵は田に用い，少しは畑にも施用する。原産地は一様ではない
　　が，銚子物が最：も多い。仕入先は神奈川。俵装は大中小いろいろである
　　が6，7：貫目入の小忌が多い。〆粕の効果は大きいが高価なので余り買
　　い入れない。
　過燐酸石灰
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　　　ここ4，5年まえから使用し始めた。多くは田に用い（7割），畑にも
　　漸次使用するようになった。湿田などで効果がある。製造元は大阪硫
　　曹，日本人造が多いが多木もまた少なくない。釜屋塩はあまり購入しな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v　　い。すべて10貫目俵で着値1円40銭である。
　豆粕
　　　5，6年まえから多く田に用い，また最近畑にも使用し始め，漸次増
　　恕しようとしている。擬物が少ないのと用いやすいと値段が安く効果が
　　大きいことによってである。1枚（7貫目）1円20銭である。また豆粕
　　の粉は1臥（10貫目入）1円2，30銭で，多少用いるものもある。
　油玉
　　　自家生産（菜種2斗で1玉）のほか，多少買い入れる。大抵畑に用い
　　る。近年品が少ないのと高価であることによって「好んで用いず」。
　塩灰
　　　昔より湿田に施用して地を固める効果がある。1俵2，30銭である。
　第1！表はこの肥料の供給・使用状況を示すものである。価格表示で大きい
のは，人糞尿，堆肥・厩肥，米糠，〆粕，大豆粕，乾草，蚕糞，過燐酸石
灰，灰，油玉などである。これらのうち，堆肥・厩肥，乾草，蚕糞はすべて
自給であるが，最大の人糞尿は使用高の75．7％が購入であり　・，米糠も95．2％
が購入である。他方，〆粕，大豆粕，過燐酸石灰は総て購入である。全体で
は自給肥料40．8％，購入肥料59．2％である。
　およそ利用できるものはすべて肥料にするという肥料自給にもかかわら
ず，このように肥料の6割は購入している。この購入肥料は，全く金銭で購
入するものと，金品に加えてみずからの労力によるもの（人糞尿）とである
が，後者が過酷な労働を強いるものであることはいうまでもない。横浜まで
1人1車4油入3本で多いものは月正0回くらいということであったが，それ
は大変な重労働である。神奈川まで3里として，荷車1輔に下肥2荷積（40
貫）にて往復すると，往路4時間，復路4時間，合計8時間かかる。（以上
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第11表　肥料種類別産出・購入・使用
生　　　　　　　産 購　　　　　　入 使　　　　　　　　　用
人　糞　尿 4，67！荷 　円P，167，75024．5％ 14，428　円R，607，12075．7％ 19，055　円S，763，870100．0％ 27．1％
堆肥・厩肥 20，752荷2，921，650 100．0一 『 一 20，7522，921，650 100．016．6
乾　　　草 一 725，000100．0 一 『 一 一 725，000100．0 4．1
灰 4，475俵 447，48092．4 367 36，660 7．6 4，842 484，140100．0 2．8
鶏　　　i糞 341俵 153，920100．0 一 一 ｝ 341 153，920100．0 0．88
蚕　　　種 6，531俵 719，000100．0 一 一 一 6，531 719，000100．0 4．1
注　　　玉 99枚 78，80036．5 172 136，20063．5 271 215，000100．0 1．2
醤　油　粕 256俵 85，300 66．！ 131 43，800 33．9 387 129，100100．0 0．74
大　豆　粕 一　枚 ｝ 一 720 896，580100．0 720 896，580100．0 5．1
米　　　糠 296石 591，20014．8 1，6963β98，73095．2 L9953，989，930 100．022．7
麦　　　糠 602石 168，75097．1 18 5，000 2．9 620 173，750100．0 LO
毛　　　髪 一 6，000 100．0 一 一 一 一 6，000 100．0 0．03
苗代大根 一 66，600100．0 一 一 一 一 66，600100．0 0．38
メ　　　粕 一　貫 一 一 5，240L571．7001 0．0 5，240L571．7001 0．0 9．0
干　　　鰯 一　貫 一 ｝ 11 32，200100．0 11 32，200100．0 0．18
過燐酸石灰 一　俵 一 一 476 666，600100．0 476 666，600100．0 3．8
骨　　　粉 一　貫 一 一 6 8，000100．0 6 8，000 100．0 0．05
塩　　　灰 一　俵 一 一 110 22，050100．0 110 22，050100．0 0．13
魚　　　肥 一 一 一 一 10，250100．0 一 10，250100．0 0．06
合　　　計 ●　　■　　，　　， 7，131，45040．6 ●　　o　　，　　， 10，434，89059．4 ．　　o　　．　　． 17，555，3401 0．0 100．0
r神奈川県都筑郡中川村々是調査書』126～127ページ（生産），154ページ（購入），129ページ（使用）より作成．
人糞尿には44荷，11円の販売がある。其他が生産150円，購入6円，使用145円あるが，本表ではそれを除外して合計を算出した．
腸』????????????㌣????
??
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120ページ）
　購入肥料の場合，購入が農家の大きな負担になる。「総べて肥料は元肥に
施用せるを利ありとするも用意（現品又は資金）十分ならざる故に止むを得
ずして追肥とするもの多し．田にては七月に入りて漸く施肥するもの少から
ず」（87ペーージ）と記している。
9　経営収支
　経営収支状況をみよう。第12表は自作農の自作地1反あたり・小作農の小
作地1反あたりの経営収支を示すものである。
　その元の記載は，田1反歩，小作地　収入金27円（玄米2石・5円，藁
300把・2円），支出金15円50銭（肥料3円，小作米！石・12円50銭），差引残
金11円50銭（手間26人に対する賃銭1人30銭として7円80銭，利益支出の2
割4分として3円70銭），自作地収入金27円（小作地と同じ），支出金5円50
銭（公費1円97銭及び心懸58銭，肥料3円），差引残金21円45銭（土地価格
250円分の利潤・年利4分として10円，手間26人に対する賃銭1人30銭とし
て7円80銭，利益支出の6割6分として3円65銭）である。収入金では両者
同一であるが，支出金において異なる。小作地には小作料，自作地には公費
及び諸懸りがありこれが異なり，肥料は同一である。自作地では，公費が支
出金の45．9％を占めてかなりのウェイトであるが，小作地には80．6％に達す
る小作料がのしかかっている。労賃は支出金ではなく収支金残高となってい
るが，これは自家労働であるので，支出金とはならないものとしている。農
機具代は備考欄に「前記の外尚収入に接ては粉米，枇米，籾殻，あるも支出
に於て農機具損料，俵夙縄等の雑費あるを以て相殺して収支相償ふものとな
す」（95ページ）とある。そして1反歩に対する中等収量において梗の場合，
粉米枇粒の類50銭，籾殻（多くは捨て顧みず）20銭とあるが（91ページ），農機
具損料は最大限70銭ということになる。自作地の場合は肥料代が支出金中の
過半を占めるが，小作地は小作料についで肥料代が現金支出金中の大きな割
合となる。
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第12表　水田反当収支
自　　　　作 小　　　作 地　　　　主
小作料 『　一 一 一 『 1石
円銭P250
玄　　米 2石
　門
Q5 2石
　円
Q5 一 一
????
?
300把 2 300 2 ㎜ 一
合　　計 一 27 一 27 1石 12．50
公　　費 一 1．97 一 一 一 1．97
諸　　懸 一 58 一 一 一 58
小作料 『 　 1石 12．50 一 一
??????
肥　　料 一 3．00 一 3 一 ｝
労　　賃 26人分 7．80 26人分 7．80 一 一
合　　計 一 13．35 ｝ 2330 一 2．55
差　　引 一 13．65 ｝ 3．70 一 9．95??????
土地利子 年4分 10．00 一 一 年4分 9．95
利　　益 『 3．65 一 3．70 一 　
　r神奈川県都筑郡中川村々是調査書』94～95ページより作成、
　労賃は1El　30銭として計算されている。この労賃を支出に入れれば，支出
金なかで自作地の場合は最大，小作地の場合も大きい割合を占める。米の生
産は労働と肥料のいかんに大きくかかっているのである。
　なお，労賃にかかわって労働力をみると，村民男743人，女692人，合計
1435人，奉公人男42人，女33人，村外からの雇い入れ男12人，女6人，合計
18人，総計男797人，女731人，合計1528人となる。これに臨時雇い入人（延
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数）男1771人日，女422人日，合計2！93人日がある。雇人のうち常傭は，家事
用および農事用で大抵村内から雇い，少々は隣村から雇う。男は得やすいけ
れども女は糸取り，機織りに出るので得にくい。日傭いは5，6月の麦刈，
養蚕，田植，10，11月の麦蒔，稲刈に雇う。いずれも村内から得ることが難
しくない。
　奉公人の給金などは年に，常傭男30～40門，女子守2～6円，下女17円内
外，ほかに男女とも小遣として心付5回1円。男には被服を支給しないが，
女には夏冬2組，小物を与え，1年6円内外，食費は男24門，女20円とな
る。食事は男女ともに時のものを給する。休日，祝日にかぎり米飯で，普段
は麦粟。部屋は相応の部屋を与える。2月15，！6日，8月15，16日，12月2
日は必ず帰省させる。
　日傭は男25～30銭，田植時には35銭，女は20～30銭，田植時には30銭くら
い。1日3度の食事を給する。男は各7銭で！日32銭，女は各6銭，1日26
銭である。その他茶うけを給し，田植時には米飯に惣菜を添え，男なら酒も
一口，男女ともに手拭の一つくらいは与える。（以」二113～114ページ）
h　農業
　以上が農民の経営収支状況である。このような収支状況にあるこの村の農
村民であるが，農家の年間の月別，1日の時間帯別仕事，男女別労働戸数，
時間数を示す諸表（104～107，110～112，112～113ページ）をみると，農家の仕事
は年間を通じて多様・複雑であること，平均労働時間は男8時聞20分，女8
時間40分，年間男315iヨ，女317．5日であることが示されている。
　このような農業労働であるが，「議しは土百姓と一喝して百姓の事など構
ふものなく今日喋々する所の農業の改良発達に関する施設などあらざりしが
尚ほ施政の方針農家の共同を堅固ならしめ『ユイシゴト』に手伝ひに取込仕
付の時を失はず年貢の滞納なからしめんことを計りたるの結果は米持へ俵作
りの斉整美麗なりしこと到底今Elの比にあらず．組合の制裁百姓の働き振り
今日に優ること数等の上にあり．従て負担隠々重きに苦しみたるにも拘わら
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す日常生計の難易に至りては却って今日よりも余裕ありたるもの多きが如
し」（120～121ページ）とのごとくに時勢の推移にともない生産面におけるムラ
共同体に変化が生じていることを示している。
　②　林業
　本村には約400町歩の山林原野がある。このように広大であるが，「之を作
業経営するものに至りては甚だ少数の人にして皆自分所有の土地を利用し他
人より借地して経営するもの」はない（97ページ）。
　山林利用は薪炭林と用材林の2種類である。前者は薪，粗朶，「シビ」など
を，後者は柱，板などを採取するもので，面積で前者が85％，後者が15％で
ある。薪炭林は樹種は櫟，楢，赤揚，栗，エゴそのほかで，従来からの炭，
薪，などに加えて，「シビ」（海苔付用），普請鹿朶など需要もある。10年忌と
して1反歩で10年で薪200把で代金10円，1年1円となる。萱は毎年300把
（3円相当）採取できる。
　用材林の樹種は松，杉などである。植込本数はいずれも1反歩600本内外
で，伐期は松は50年，杉は40年である。松は10年め，杉は15年めから素論を
始め，最終までに松は160円，杉は240円になる。1年平均松は3円30銭，杉
は6円となる。いずれも植林時の苗，植付人夫賃，下：草刈の手間などもかか
る。しかし5年めからは下草，落葉，枯枝，枝取りなどの採取できる。肥
料，燃料などとして需要があり，経費を上回る。
　このような林産であるが第9表に併記したような生産と販売がある。薪及
枝が最大で，用材，木炭などである。用材はすべて販売，薪鋤骨は6割ほ
ど，木炭は7割強が販売される。萱は自家用である。（以上97～98ページ）
　なお，この伐採はつぎのように行われる（以下103ページ）。各字に「杣の元
〆」がいて，年々楡らず秋から春にかけて，20町歩以上の山林を買い入れ，
杣を雇う。！反歩につきおよそ10人懸りとして，1人の元〆が200Q人の杣を
雇う。一山始まれば，杣は鋸，銘，砥石，鑛を用意して「銘頭」の木を面
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り，薪を作り，粗朶，シビを採取する。「銘頭」とは元〆の下にあって，一山
の伐採を支配するものである。
　（3）農家余業
　第9表に示したように，7671円61銭に及ぶ農産加工品（細工物）がある。
内訳は縄，莚，俵，草履，昏怠，筑篭，蚕網，炭俵，竹帯である。「縄，俵，
莚，蕎，籏も自家用の九分九厘は手製すべく」云々とあるが（101ページ），縄
3万6588房，莚4万6660枚，俵7677俵などはすべて自家用とみてよいが，草
履は8万0586足・1208円80銭製造し，4万6915足・672円28銭，草鮭は25万
6838足・5136円55銭製造し，20万5975足・4119円40銭，筑篭は3300個・165
円製造しそのすべてを販売している。
　この細工物についてつぎのように記している（101ページ）。
　藁細工の主なものは草鮭，草履，縄，俵，莚，籏などである。
　草鮭は各字とも盛んに行なわれてL・る。原料は藁，琉球，ポロ，台，才
槌，石などで，大方は村内にて間に合い，買い入れるのはポロくらいであ
る。これは面倒なくどこでも坐ることさえ出来るならば農閑の日風雨の夜，
何時と限らず男女ともに1日に10足くらいは難しくない。夜業すれば15足も
作ることができる。10足につき15銭から2，30銭で，平均20銭である。村内外
から買集め人が隔日くらいに廻り来て買い取っていく。手金を渡していくの
もある。なかには高価になるまで作り溜めするものもある。仕向地は横浜，
東京で，車夫，人足その他の需要があるので，今後増えることがあっても減
ることはない。昔は草隠作りというとなんとなく鄙びたるもので内緒に隠れ
て作ったものであるが，今は利益が多いことであるので公然お互いに寄り
合って精だすようになり，朝晩いたるところで才槌の音を聞かない谷戸はな
い。尤も専業は少ない。骨折れず，着物も痛まずに日銭が取れて，茶が飲
め，魚も買える，なかなか割が良いようであるが，ただその日を暮すだけで
余裕が出るには至らない。やりすぎて耕作と半々になると耕作が不十分と
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なって秋は小作米を米を買って払い，夏には肥料と交換する穀物もなくて困
ることになる。農業を相応に行い夜分または雨天のときにするくらいがよ
い。
　なお1836円46銭の農産加工品（食品）がある。種油5．07石，梅干10．87石，
嘗物15．00石，沢庵748樽，味噌662樽，醤油531樽である（125ページ）。すべて
自家用である。
　沢庵は1樽は乾大根100本，糠5升，塩6升，味噌は1樽は大豆，裸麦それ
ぞれ1斗5升，塩1斗，出来上り20貫，醤油は1本は小麦，大豆それぞれ1
斗5升，塩1斗，搾り上り3斗，嘗物は小麦1斗，塩3升，大豆2升，梅干
は梅1升，塩1升である。これらはすべて自家用である。このほかにも日用
品で自家製のものが多いという（104ページ）。
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